
資料２ 

 
インタビュー調査実施の検討について 

 
１ インタビュー調査の目的及び活用方法について 
（１）調査の目的 

広く子育て世帯を対象としたアンケート調査では、特定の子育て世帯の意見を十分

に聴き取ることができない可能性があります。そのため、過去に実施したニーズ調査

の際に、併せて次の対象についてインタビュー調査を実施しました。（詳細は別紙） 
（２）活用方法 

具体的な状況を聴き取ることができるため、子ども・子育て会議及び各ワーキング

グループで計画策定に向けた議論を行う際に重要な資料になります。 
 
２ 検討に当たって 
（１）課題 

インタビュー調査の結果が、新規施策の開始等につながっていません。 
（２）想定される原因 

ア 認知されていないだけで、既に取り組んでいることであるため 
イ 対象となった方の個人的な意見であり、総合的な行政計画に反映させにくいため 

 
３ 事務局からの提案 

以下の代替案により、インタビュー調査の目的である特定家庭の意見を収集し当会議

の議論の資料を作成することとしたいと考えます。 
なお、資料の提出は次期子ども・子育て事業計画の内容を議論する来年度中を想定し

ています。 
（１）障害を持つ子どもの保護者 
   他部署にて実施しているアンケート調査を基に資料をまとめます。 
（２）高校生 

東京都が実施しているアンケート調査を基に資料をまとめます。 
（３）学童クラブ支援員 
   毎月開催されている児童館の館長会を通じて、利用者や支援員からの意見を聴き取

り、資料としてまとめます。調査項目については過去のインタビュー調査における項

目を基本とし、当会議での議論を経て決定します。 
（４）ＰＴＡ 

毎月開催されているＰＴＡ会長会を通じて意見を聴き取り、資料としてまとめます。

調査項目については過去のインタビュー調査における項目を基本とし、当会議での議

論を経て決定します。 
以上 



資料２ 別紙 
平成２５年度調査 
調査対象 抽出結果 調査時間 調査場所 主な聴き取り内容 主な意見 

高校生 都立両国高校１年生 16 名 

（区内在住者） 

1 時間 30 分 高校会議室 結婚観、家庭観、職業観 ・公園の整備を進めてほしい。 

・歩きたばこ禁止の条例をもっと厳しくしてほしい。 

障害のある子どもを

持つ保護者 

「みつばち園」「にじの子」 

通園児の保護者９名 

1 時間 すみだリバー

サイドホール 

・保育・教育への現状と要望 

・夏休み等長期休暇中の過ごし方 

・障害児が安心して遊べる場（放課後の居場所）を

確保してほしい。 

・療育期間を中学校まで拡大してほしい。 

・職員のスキルによって対応に差がある。 
 
平成２８年度調査 
調査対象 抽出結果 調査時間 調査場所 主な聴き取り内容 主な意見 

高校生 都立本所高校 11 名 

都立墨田川高校 13 名 

都立橘高校 16 名 

30分～1時間 各高校会議室 ・楽しいと感じること 

・悩みや心配ごと、その相談先 

・今の日本社会について、問題だと感じ

ること 

・道路が狭くて危険なので、改善してほしい。 

・自転車専用道路をつくってほしい。 

・公衆トイレが古いので、きれいにしてほしい。 

障害のある子どもを

持つ保護者 

業平小学校特別支援学級の

子どもの保護者５名程度 

1 時間 小学校会議室 ・普段の暮らしで困っていること 

・保育や教育に望むこと 

・夏休み等長期休暇中の過ごし方 

・将来に対する不安 

・学童保育を増やすのではなく、発達が気になる子

どもたちが行ける枠を増やしてほしい。 

・どこに相談すればよいのか分からないことがある。 

・スマートキッズジュニアを区内につくってほしい。 

学童クラブ支援員 さくら橋コミュニティセン

ター・八広はなみずき児童

館 各２名 

30分～1時間 各施設 ・子どもたちや家庭について感じること 

・地域で特に重点を置くべきこと 

・墨田区の子育て環境に望むこと 

・地域と親子をつなげるものが必要。地域の中の児

童館になっていきたい。普段来ない子どもをどう

呼ぶかを考えなければならない。 

・学校と十分な連携が取れているとは言い切れない。 

・自分の地域の学校は協力的である。 

ＰＴＡ役員 立花吾嬬の森小学校 20 名 1 時間 小学校会議室 ・子どもたちや家庭について感じること 

・地域で特に重点を置くべきこと 

・墨田区の子育て環境に望むこと 

・習い事などで遅くなることがあるが、街灯が少な

く暗いので、整備してほしい。 

・さまざまな情報が届かない。 

・忙しくて町会に参加することが難しい。 

 


